



























































森 井 祐 介
（2003年度 B, 2005年度 M, 2008年度 D）
                                  
１１９
読むことに加えて，資料を咀嚼し自分の議論を組み立てていくということ
を，様々な先生方の授業で学んだ。授業や研究での緊張は，英文研で過ごす
ゆるやかな時間が解いてくれた。時の経つのは速いもので，大学院の修士と
博士の五年間もあっと言う間に過ぎ，学生としての関学英文との関わりは終
わりを迎えた。それでも学部と院で合わせて九年，この時点で人生の三分の
一を関学の学生として過ごしてきたのである。
長い学生時代を終え，大学院研究員および非常勤講師として関学英文と関
わるようになったが，学生気分が抜け切らないのかあまり大きな変化を感じ
なかった。ひとつには院の授業に出続けていたこともあり，またひとつには
純粋な意味で学生でなくなったとしても，研究のために勉強を続けるという
意味ではそれまでと然程の違いがなかったためでもある。もちろん，講師の
仕事に関しては，人に教えるのがまったく初めてだったこともあり悩みは尽
きなかった。こんなことなら，学生時代に授業のやり方をもっとしっかり見
ておけばよかったと思ったものの，後悔先にたたず，英文科の学生を含めた
文学部の学生たち相手に，試行錯誤で授業を行う結果となった。また，博士
課程を出て三年間は博士論文を書くという大きな目標があった。これはもち
ろん，基本的には一人でコツコツと行うものだったが，小澤先生の指導や他
の英文の先生方，院生・研究員の方々からの助言や励ましがなければ，最後
まで書くことはできなかっただろう。学生を終えた後のほうが関学英文との
学問的・精神的な繋がりが強まったといっても過言ではない。
しかし，学位を取って三年が経過した今，その繋がりや居心地の良さに安
住していてはいけないと強く感じている。何と既に人生の半分近くをここで
過ごしてきた。十分に長い時間だと言っていい。関学英文を離れて思う故郷
にできるよう，これまで教わったことを生かして外に出て行きたい。
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